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事 業 報 告 書 
 

団 体 名 遊山箱文化保存協会  

 

事 業 名 遊山箱 阿波の今昔物語 

事 業 の 

実 施 内 容 

 

時
期 

令和２年２月１日～令和２年３月３１日 

場
所 

徳島城博物館 

実 

施 

内 

容 

徳島城博物館で開催される春の企画展「ひな人形の世界」において、徳

島の雛祭りの大切な要素であった遊山箱を時代ごとに分けてその文

化・生活との関りを含めた展示を行った。 

効

 

果 

ひな人形と遊山箱を併せて展示することにより、徳島の豊かな文化とし

ての雛の節句と遊山の関りについて理解を深める一助となった。 

役

割

分

担 

＜団体の役割＞ 

・ひな人形展における遊山箱の展示 

＜協働課の役割＞ 

・広報 

・展示場所の確保 

・展示方法のアドバイス等 

工
夫

し

た

点 

遊山箱とひな人形が映っている写真等を一般に募集し、パネルにして遊

山箱とともに会場に展示するなど、遊山箱とひな祭りのかかわりを実感

していただけるよう工夫した 

今 後 の 

事 業 展 開 

今回は展示のみの事業だが、次回は遊山箱を実際に使ったり体験できる機会を増

やし、徳島の文化を追体験し、理解を深める活動につなげていく。 
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≪徳島城博物館展示室にて≫ 


